発音障害に対する補綴装置 by 小林 康二
118 奥 羽 大 歯 学 誌 2010
ト ピ ッ ク ス
発音障害に対する補綴装置
　PAP(Palatal　Augmentation　Pr sthesisの略)






蓋を覆 った口蓋床研磨面形態 を個 々の症例に合わ
せて付与 し,運動範囲が著 しく低下 した舌が接触
するように します。臨床報告によると,舌切除患
者にPAPを装着 した場合には発音機能が改善 され,
またエ ックス線透視画像で検討 した結果,嚥 下後
の口腔内残留が著 しく減少 したことが述べ られて
います1)。一方,PAPの形態 を発音に重点をおい






移行角度 を変化 させ,そ れに伴 う試験食品の嚥下
時間 と嚥下様相の変動について検討 しました。被














れ,試 験食品の残留 も認められませんで したが,
傾斜角度40°では,口 蓋後縁部に試験食品の残留









とが明らかとな りま したが,傾 斜が20°になると
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